
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＴＯＲＹ 

19５９年 6 月 30 日 10 時 40 分ごろ、突然、

米軍のジェット戦闘機が宮森小学校に墜落した。

11 歳の良太は運良く助かったが、多くの友達が

命を落としてしまった。それから 53 年目の

2012 年、良太の孫である大学生の琉一がゼミ仲

間と共に沖縄国際大学ヘリ墜落事件と宮森小ジ

ェット機墜落事件をレポートすることになった。

琉一は、祖父に事件のことを尋ねようとするが、

良太は語ることを頑なに拒む。父が基地で働いて

いる佳奈との行き違いや、「本土」からきた学友

との温度差など様々な問題が起こり・・・。 

この映画は、沖縄復帰 40 年の 2012 年に制

作が開始されました。実際に起きた二つの米軍機

墜落事件を通じて、米軍基地が集中する沖縄の

人々の葛藤や苦しさなどを描いています。 

1959 年 6 月３０日、米軍のジェット機が小

学校に墜落し、学童 11 名を含む 18 名の命が奪

われた｢石川・宮森ジェット機墜落事件｣。2004

年 8 月 13 日、大学のキャンパスに輸送ヘリが墜

落し炎上した「沖国大米軍ヘリ墜落事件」。 

そして今も沖縄では、危険なオスプレイが昼夜

を問わず学校や住宅街の上を飛びまわっていま

す。辺野古には新基地建設のため土砂投入が強行

され、美しい海が茶褐色に変わり始めています。 

沖縄で起こっていることを、ニュースや新聞報

道ではなく、そこで働き学び生活している一人ひ

とりの思いとして感じるために、この映画会を企

画しました。是非ご参加ください。 

  

「石川・宮森ジェット機墜落事故」の様子 映画ひまわりより 

「沖国大米軍ヘリ墜落事件」 宜野湾市ＨＰより 

映画上映会                  ひまわり  

〜沖縄は忘れない あの日の空を〜 

３月３１日(日) １４：００～１６：００(開場 13:40) 
一般 800 円 学生 500 円  

国労会館大会議室 
（ＪＲ環状線天満駅、地下鉄扇町駅より 5 分）  

 
主催：リブ・イン・ピース☆9＋25 

(090-5094-9483) 


